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議 事 録  
所管課 人権・市民相談課  

 

会議の名称  平成２７年度第３回富士見市男女共同参画社会確立協議会 

開 催 日 時  平成２７年１０月１９日（月） １０時００～１１時４５分 

開 催 場 所 中央図書館２階 視聴覚ホール 

出 席 者 

○吉川 幸子 ○大沢 啓矢  ○岩田 広美   

○神保 文子 ○山本 英司  ○吉野 喜一 

○芳野 慶子 ○黒須 さち子 ○松田 豊（９名）       

○事務局 鈴木課長 水口 

欠 席 者 
○岡本 ゆり子 ○奥住 幸江 〇鈴山 美佐江 〇長谷川 孝子 

（４名） 

傍 聴 者  なし 

資 料 

・「富士見市男女共同参画プラン（第３次）見直し（案）に対する意見募集の

結果について（資料Ａ） 

・平成２６年度 進捗状況調査について 確立協議会委員意見のまとめ（資

料Ｂ） 

 

開 会 

 

報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議事項 

 

 

 

 

吉川会長あいさつ                    進行：水口 

 

事務局からの報告 

（１）男女共同参画推進事業の今後の予定について 

①男女共同参画（ワーク・ライフ・バランス）セミナーの開催 

 １２月６日（日）１４時開演 ふじみ野交流センターにて 

 講師 瀬地山 角氏 

 『笑って考えよう！家庭のこと、仕事のこと、未来のこと』 

②男女共同参画講座について 

平成２８年２月２１日（日）１４時開演 鶴瀬西交流センターにて 

講師 渡辺 真由子氏 

テーマ：メディアリテラシー 

（１） パブリックコメントの結果について 

○資料Ａに基づき、事務局から説明 

 専門員：２ページ プランＮＯ．８６に対する市の考え方は、『避難所の運

営』という言葉を加え、『文言の修正』としたほうが良い。 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒委員了承 

専門員：６ページ３通目１１件目は、プラン６３により対応しているので

市の考え方はその旨の記載となると思う。 

⇒委員了承 

委 員：プランＮＯ．６８についての意見は、報道で見るような教職員の

学校内の犯罪のことも心配しているのではないか。 

事務局：教職員の倫理観念についても加筆することとする。 

専門員：プランＮＯ．７８については、女性へのあらゆる暴力を指してお

り、暴力はさまざまにあるため『リベンジポルノ等』とした方が

良い。 

⇒委員了承 

専門員：９ページ プランＮＯ．８６の市の考え方は２ページの２通目３

件目と同様にしたい。 

⇒委員了承 

事務局：本日の協議をもって市長へ報告した後、市民へホームページで公

表する。 

 

（２） 平成２６年度進捗状況調査について 

○前回協議した主要課題１～主要課題４ＮＯ．５７・主要課題６について、

意見の対応等を資料Ｂに基づき、事務局から説明 

⇒対応等について委員了承 

 委 員：次回の調査では、達成度について、前年と比べて上がった理由や

下がった理由がわかるようにしてほしい。資料に記載されている 

    取り組みとその成果が前年と変わらないにもかかわらず、達成度

だけが変わっている場合があり、理解ができない。 

事務局：次回の調査は、それらを配慮して調査を行う。 

  ○主要課題４ 仕事と生活の調和 ＮＯ．５８～６７ 

 ⇒意見なし  

○主要課題５ 男女が互いの生と性を理解、尊重し、生涯にわたり健康な

生活を営むことができる権利の保障 

委 員：プランＮＯ．６５での子育て相談は、子育て中の保護者が対象で

あるが、子育てに関心がない人に対して市は何をしているか。 

委員長：プランでは、相談体制を図ることが取組となっている。 

専門員：アウトリーチは大切である。事案がなくとも相談体制は継続すべ

き事業であり、これらの事業を市民にホームページや広報などで

積極的に情報提供することも重要である。 

委 員：プランＮＯ．６９における児童生徒に対する性とジェンダーに関

する資料の作成・配布は、『ジェンダー』という言葉が難しいよう

に感じる。 
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閉   会 

 

委 員：配布するのみで効果測定ができないがよろしいか。 

事務局：小学４年生が家庭の中で性とジェンダーについて考える男女共同

参画の啓発資料のため、正しい認識と理解について学習する契機

となることを期待している。 

委 員：プランＮＯ.７２の達成度が下がった理由は何か。 

事務局：男性向け子育てリーフレットの改正版の作成は進めたが、リプロ

ダクティブ・ヘルス／ライツについて、広報『いっぽいっぽ』へ

の掲載ができなかったことが理由である。 

専門員：そのようなリーフレットを作成する場合は、固定観念が生まれな

いようにジェンダーフリーのイラストに配慮が必要である。 

 事務局：いただいた意見を資料に反映させ、「平成２６年度 男女共同参画

の推進に関する年次報告書」の完成及び公表をする。また、今年

度の会議は、今回が最終回となり、次回は新年度に開催するので

よろしくお願いしたい。 

 

大沢副会長あいさつ 

 

 


